２０１２年度（社）札幌青年会議所
会議体キャッチフレーズ及び基本方針・会議体運動方針（案）
議長　　確認日　２０１１年１０月２４日
塾長　　確認日　２０１１年１０月２４日
	議　長
	池﨑　潤
	会議体名
	札幌ＪＡＹＣＥＥ育成会議
	塾　長
	伊澤　祐輔


会議体キャッチフレーズ（案）

自分を磨いて次世代へバトンタッチ！
会議体基本方針（案）
札幌ＪＣは創立以来、先輩諸兄が弛まぬ努力と情熱によって築いた輝かしい歴史と伝統を脈々と受け継いできました。我々は自分を厳しく律しながら、生身の人間と人間がぶつかり合って困難な問題に果敢に挑み成長し、時代を変革するリーダーがＪＡＹＣＥＥであると学んできたはずです。

当会議体はメンバー自身がＪＡＹＣＥＥとしてどうありたいかを考え、そのために何が必要かを過去から学び、その上で自分がどのような行動を取らなければならないかを主体的に「気づく」きっかけの場とする為に札幌ＪＡＹＣＥＥ育成塾を開催します。

自他共に良しとするものの考え方や行動は何かをしっかりと理解納得しなければ、他に「伝える」事はできません。その為には更に深い考察が必要です。深い学びは成長する原動力であり、伝え続ける事は自身や札幌ＪＣの進化となるのです。これらを未来へ続けられるＪＡＹＣＥＥの育成を目指します。

２０１２年度（社）札幌青年会議所
室キャッチフレーズ及び基本方針・委員会運動方針（案）
副理事長　確認日　２０１１年１０月２４日

室　　長　確認日　２０１１年１０月２４日
	副理事長
	竹原　慎雅
	室　名
	グローバルネットワーク構築室
	室　長
	中村　悌也


室キャッチフレーズ（案）

「ＳＡＰＰＯＲＯ」を世界へ発信

～輝く未来のために～
室基本方針（案）

近年の急速なグローバル化の進展に伴い、私たちのまち札幌が持続的に発展していく為には、生活、文化、経済、教育などあらゆる面での対応が必要であり、それには市民主導による民間レベルでの国際交流を促進し、相互理解を深める事が重要です。
当室では、第２５回国際アカデミーの開催地ＬＯＭとして、明日のリーダーの育成と世界との絆を育む場を創出します。

また、私たち市民がまちの歴史・文化、更には独自の地域性から培われる誇りといった地域アイデンティティを確立し、国内外に広く発信する国際交流の舞台として参ります。

国際都市「ＳＡＰＰＯＲＯ」の創造に向け、世界各国の人々との交流を通じて、市民の国際感覚を醸成すると共に、国際社会における多目的連携と発展を目指し、世界から強い信頼を得られる為に、我々ＪＡＹＣＥＥが次代の先駆者たる誇りを携え、輝く未来の為に世界とのネットワークを構築して参ります。
	委員会
	札幌プライド発信委員会
	委員長
	神代　晃嗣


委員会運動方針（案）
札幌は、未開の地から日本有数の大都市まで発展しました。今後我々が目指す札幌の姿は、日本を代表する都市として世界へ魅力を発信できる国際都市になる事だと考えます。

　当委員会では、まず我々自身が札幌の歴史や魅力を再認識すると共に、開拓者精神を胸に刻み、大きな夢にむかって果敢にチャレンジし続けてきた札幌プライドを広く国内外へ発信し、伝播する事で国際都市「ＳＡＰＰＲＯ」の創造を目指します。
	委員会
	国際シティ創造委員会
	委員長
	阿部雄一郎


委員会運動方針（案）
私たちはグローバル社会の到来を身近に感じながらも、諸外国の人と触れ合う機会は少ないのが現状です。国際社会と共存していく上では、私たち市民が国際人として意識を醸成する事が重要であると考えます。

当委員会では、異文化間交流の場を創出し、相互理解の精神で札幌の地域性を深く理解しながら、伝えていく事で新たな友情と信頼関係を育み、世界へと発信される国際都市「ＳＡＰＰＯＲＯ」を創造します。

２０１２年度（社）札幌青年会議所
室キャッチフレーズ及び基本方針・委員会運動方針（案）
副理事長　確認日　２０１１年１０月２４日

室　　長　確認日　２０１１年１０月２４日
	副理事長
	千葉　直哉
	室名
	札幌のビジョン創造室
	室　長
	田﨑　秀明


室キャッチフレーズ（案）

観見二眼～いまを生きるために～
室基本方針（案）

　我々が生まれ育ってきた２０世紀は経済活動の拡大また所得増大による生活水準の向上が為された事により様々なものを獲得してきました。一方でそうした発展とは裏腹に様々な悲劇を生みだしました。この２０世紀型の「負の遺産」における共通項は目に見える現象や事象であるのに対し、２１世紀においてはＩＴ革命、情報化社会の影の部分つまり目に見えないものが「負の遺産」に成り替わろうとしています。
　当室では我々メンバーがこの目に見えない現代社会に転がる真理を掴む力を養い、未来を導く羅針盤となる事で、札幌のまちを明るい豊かな社会へと導く運動展開をいたしますそして２１世紀を生きる若きリーダーが地域に対し心を育むコミュニティを創出する事でそれぞれの環境や価値観、ライフスタイルまでも見つめ直す機会を創り、また次世代を担う子供たちが逞しく健やかに育つまちを目指して参ります。
	委員会
	未来リーダー育成委員会
	委員長
	木下　俊哉


委員会運動方針（案）
リーダーシップを発揮して、我々がまちに対し真の変革を成し遂げる為には、自らを変革する事が最も重要です。

当委員会では、自らが変わらなければ何も変わらないという自己意識を植え付けると共に、目的を実現へと導く人材となる為にたゆまぬ努力と自己訓練が必要である事を認識させ、未来の明るく豊かなまちの創造に向けて変革を実現へと導く人材を育成する運動を行います。
	委員会
	札幌コミュニティ構築委員会
	委員長
	奥山　倫行


委員会運動方針（案）
　少子・高齢化やインターネットの発達と携帯電話の普及に伴うライフスタイルの変化が地域社会への帰属意識と地域への関心の低下を導いています。
 当委員会では、現在の社会的背景を踏まえつつ、今の時代に適した地域コミュニティの有用性と必要性を検証し、市民の意識変革を促し、子どもたちが親やその地域の人々へ思いやりをもって接することができる、ふれあい型の地域コミュニティの構築を目指します。
２０１２年度（社）札幌青年会議所
室キャッチフレーズ及び基本方針・委員会運動方針（案）
副理事長　確認日　２０１１年１０月２４日

室　　長　確認日　２０１１年１０月２４日
	副理事長
	川口　淳
	室名
	ＪＣの魅力創造室
	室　長
	村太　健郎


室キャッチフレーズ（案）

伝えようＪＣを　

～Ｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎｉｚｅ　ｙｏｕｒ ａｍｂｉｔｉｏｎ～
室基本方針（案）

志を同じうする青年が集い、互いに切磋琢磨しながら「感動」や「達成感」を共有する事で絆が深められ、真の仲間創りが出来る組織こそ青年会議所の魅力であると考えます。

　当室は近年目標に掲げた会員数２００名回復を行う為に、ＬＯＭの牽引役となり会員拡大運動を横断的に展開して行きます。そして青年会議所の魅力をメンバー一人ひとりが認識し、ＪＡＹＣＥＥとしての自信と自覚を持って地域社会に伝える事で、自然に会員拡大へ繋げられる次のステップへの環境創りを行います。また、ＬＯＭ内外との連携を図りながら、メンバー間の絆を感じる事ができ、より深められる場を創出し、人と人との繋がりを糧として組織力の更なる向上を図ります。

何を目的として青年会議所に入会し、誰の為に運動を行っているのか初心に戻り考え、仲間の大切さを感じて、自身を律して行動する事で、誰からも愛されて信頼される個人が集う（社）札幌青年会議所を目指します。
	委員会
	ＪＡＹＣＥＥ拡大・交流委員会
	委員長
	小田　祐司


委員会運動方針（案）
当委員会では（社）札幌青年会議所メンバーの、青年経済人としての魅力をＬＯＭ内外に発信し、多くの市民から共感を得る事で、理解と憧れをもって入会に繋げる運動を推進いたします。また、各委員会の垣根を越えて交流を促進し、メンバー同士で多くの気づきや学びを得ると共に、協力して各事業に取り組む機運を高めます。（社）札幌青年会議所運動の推進力と発信力の向上の為に、会員数２００名ＬＯＭ回復を目指して参ります。
	委員会
	渉外委員会
	委員長
	佐藤　直也


委員会運動方針（案）
当委員会は、各地青年会議所や外部との連絡調整を密に図り、（社）札幌青年会議所運動が円滑に推進する為に、メンバーの運動を思いやりの心を持ってサポート致します。

本年度も、より多くのメンバーが各種大会に参加していただくよう率先して行動し、メンバー間の絆を感じられる場を創出しながら、ＬＯＭの結束力向上に繋げて参ります。

チーム札幌ＪＣが更に強固な組織となるよう機動力を活かし運動に邁進していきます。
２０１２年度（社）札幌青年会議所
室キャッチフレーズ及び基本方針・委員会運動方針（案）
専務理事　確認日　２０１１年１０月２４日

常務理事　確認日　２０１１年１０月２４日
	専務理事
	佐藤　光展
	室名
	常務理事
	常務理事
	海野　祐爾


常務理事キャッチフレーズ（案）

花よりも花を咲かせる土となるために
常務理事基本方針（案）

（社）札幌青年会議所は、まちづくりに対する情熱を原動力に明るい豊かな社会を目指し運動を展開して参りました。そして、新たな時代を迎える本年、一人ひとりがまちづくり運動の先頭に立っているという自覚と責任を持ち、花よりも花を咲かせる土となって、まちの発展に寄与して参ります。

当室では、我々の運動が地域社会にとって必要不可欠であり、時代を変える原動力の一助となるべく運動を展開していく為に、ＬＯＭの要としての自覚を持ち、組織全体が一致団結してまちづくり運動を実践出来る環境をつくり、各委員会においても横断的な繫がりを持てるようにサポートして参ります。また、ＪＣ運動を多くの市民に知っていただく為に、行政や各種メディアとの連携を強め効果的な広報運動を展開すると共に、広く運動を発信する上で必要な広報戦略を考察し、市民のＪＣ運動に対する理解と認知度を深めて参ります。
	委員会
	札幌ＪＣ発信委員会
	委員長
	津田　直人


委員会運動方針（案）
我々が取り組む事業を真のまちづくり運動に繋げる為には、ＪＣ運動を広く発信するだけでは無く、市民の関心を惹きつける努力と工夫を加えた広報が求められます。
　当委員会では、メンバーが創り上げる運動の一つひとつを的確に取り纏めて市民の参画意識向上へ結び付ける情報発信を行うと同時に、メディアや諸団体との連携を強化し外部の広報媒体を有効活用して（社）札幌青年会議所の魅力を効果的に発信して参ります。
	委員会
	総務委員会
	委員長
	今西　輝


委員会運動方針（案）
（社）札幌青年会議所のまちづくり運動が地域社会に強い牽引力と影響力を持つ為にはメンバー一人ひとりの能動的な参画と積極的な議論が必要不可欠であると考えます。

　当委員会では、円滑な諸会議や総会の設営を行う為に、事前準備を十分に行うと共にメンバーが活発な議論を行えるように、一つひとつ注意し気を配る設営を行う事で、ＬＯＭが一体感を持ち運動に対する意欲を醸成するための活動を行って参ります。

